
新しい体制で議会が始まりました

　５月９日に第２回臨時会（初議会）を開催し、正副議長、常任委員会委員、
一部事務組合議会議員等を選任しました。

（写真左から）野崎　敬恭　　髙田　英利　　小松　正年　　砂場　　明
　　　　　　 中川　清美　　柴田　典男　　静川　広巳　　土屋　慎一

○議長　　　小松　正年
○総務産業常任委員会
　委員長　　髙田　英利
　副委員長　柴田　典男
　委員　　　静川　広巳
　　　　　　中川　清美
　　　　　　野崎　敬恭
　　　　　　土屋　慎一
　　　　　　砂場　　明

○議会運営委員会
　委員長　　中川　清美
　副委員長　野崎　敬恭
　委員　　　髙田　英利
　　　　　　砂場　　明
○浦臼町監査委員
　識見　　　笹木　政廣
　議選　　　静川　広巳

○議会広報特別委員会
　委員長　　土屋　慎一
　副委員長　髙田　英利
　委員　　　静川　広巳
　　　　　　砂場　　明

○副議長　　柴田　典男
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町
の
防
災
に
つ
い
て

砂場議員

〈一部事務組合議会、広域連合議会議員〉
○空知中部広域連合議会議員　　　　　　　　小松　正年　　柴田　典男
○中空知広域市町村圏組合議会議員　　　　　小松　正年　　柴田　典男
○中・北空知廃棄物処理広域連合議会議員　　小松　正年
○砂川地区広域消防組合議会議員　　　　　　中川　清美
○砂川地区保健衛生組合議会議員　　　　　　中川　清美
○西空知広域水道企業団議会議員　　　　　　野崎　敬恭　　砂場　　明
○石狩川流域下水道組合議会議員　　　　　　小松　正年

４年間、よろしくお願いします

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の

で
、
備
え
は
必
ず
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　
町
政
執
行
方
針
の
基
本
政
策

６
本
の
柱
に
防
災
の
推
進
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
改
め

て
今
の
町
長
の
考
え
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
ま
た
、
町
民
参
加
の
避
難
訓

練
を
検
討
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
。

令
和
５
年
度
町
政
執
行
方
針

基
本
政
策
６
本
の
柱
…

①
確
か
な
防
災
対
策
の
推
進

②
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進

③
魅
力
ア
ッ
プ
商
工
観
光
の
推

進④
暖
か
な
住
民
生
活
の
推
進

⑤
健
や
か
な
子
育
て
と
教
育
の

推
進

第２回定例会は６月２０日に開催し、５議員から一般質問がありましたので、内容を要
約し報告します。

令和５年第２回浦臼町議会定例会　一般質問

　　○砂場議員　「町の防災について」　　　　　　　　　　　　　…　７ページ

　　○静川議員　「道の駅のサウンディング手法について」　　　　
　　　　　　　　「事業継承支援窓口を」　　　　　　　　　　　　…　８ページ
　　　　　　　　「自転車用ヘルメット購入費用の助成は」

　　○柴田議員　「晩生内駐在所の建て替え要請について」
　　　　　　　　「町の防災体制について」　　　　　　　　　　　…　９ページ

　　○野崎議員　「自転車利用の高齢者への安全講習について」　　…　９ページ

　　○髙田議員　「地域防災力強化について」　　　　　　　　　　…１０ページ

⑥
住
民
対
話
の
推
進

　
町
内
に
お
い
て
は
、
近
年
大

規
模
な
災
害
は
発
生
し
て
い
な

い
が
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
災
害
に
対
す
る

備
え
は
重
要
と
考
え
る
。

　
防
災
の
推
進
に
関
す
る
項
目

を
就
任
以
来
、
執
行
方
針
の
ト

ッ
プ
に
据
え
て
き
た
。
災
害
時

に
一
人
の
被
害
者
も
出
さ
な
い

こ
と
を
最
優
先
に
防
災
体
制
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
か
ら
地
域
単
位
で
の
実
施

を
考
え
て
い
て
、
関
係
団
体
の

参
加
を
い
た
だ
い
た
全
町
規
模

の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
防
災
学
校
が
開
催
予
定
で
あ

り
、
行
く
行
く
は
地
域
住
民
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
の
防
災
訓
練
と
と
も
に
、

町
長
指
揮
下
の
も
と
す
み
分
け

を
し
、
そ
の
相
乗
効
果
を
も
っ

て
町
民
の
命
を
守
る
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
る
が
、
町
長
の
意

見
を
伺
う
。

再
質
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ
町
長
再
答
弁

Ａ

質
　
問

Ｑ
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本
当
に
住
民
の
方
が
自
分
の
問

題
と
し
て
意
識
づ
け
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
地
域

で
よ
り
身
近
な
形
で
の
防
災
訓

練
を
先
行
し
て
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
意
識
を
持
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
の
を
前
段
に
据

え
て
、
そ
の
後
、
自
衛
隊
、
開

発
等
を
交
え
た
中
で
大
規
模
な

全
町
規
模
の
防
災
訓
練
に
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

道
の
駅
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
手
法
に
つ
い
て

静川議員

　
道
の
駅
再
開
発
は
難
航
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
こ
れ

を
う
け
令
和
４
年
度
に
国
土
交

通
省
所
管
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
決
定

し
、
全
国
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

た
民
間
事
業
者
参
入
に
よ
る
官

民
連
携
の
運
営
を
目
指
す
検
討

も
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
係
る
手
法
検

討
は
結
果
的
に
は
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
に
委
託
す
る
こ
と
に

な
り
、
さ
ら
な
る
費
用
が
重
な

り
、
実
現
可
能
な
整
備
計
画
に

な
る
の
か
疑
問
視
し
て
い
る
。

慎
重
に
検
討
し
て
は
。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
…
自
治
体
が

行
う
事
業
の
構
想
段
階
に
お
い

て
、
住
民
や
民
間
事
業
者
か
ら

の
意
見
募
集
や
直
接
の
対
話
を

通
じ
て
、
事
業
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
の
情
報
収
集
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
手
法
。

　
現
在
は
前
提
条
件
で
あ
る
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
計
画
を
整
理

し
、
施
設
の
整
備
・
運
営
に
関

す
る
先
進
事
例
の
収
集
・
整
理

を
行
い
、
本
事
業
へ
の
適
用
が

考
え
ら
れ
る
事
業
の
枠
組
み
等

を
検
討
し
て
い
る
。

　
最
終
的
に
事
業
へ
の
参
画
が

見
込
ま
れ
る
民
間
事
業
者
を
６

か
ら
８
社
程
度
抽
出
し
、
事
業

へ
の
関
心
や
参
画
の
条
件
、
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
事
業
手
法
検
討
に
よ

り
、
財
政
支
出
や
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
等
の
観
点
か
ら
、

本
町
に
お
い
て
実
現
可
能
性
の

あ
る
事
業
案
を
選
定
し
、
次
の

段
階
で
あ
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
含
め
た
事
業
者
選
定
を
慎
重

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
今
回
こ
の
よ
う
な
形

を
と
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

再
開
発
事
業
費
の
過
大
さ
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ

を
単
独
の
市
町
村
が
や
り
切
る

の
は
厳
し
い
と
い
う
判
断
か
ら
、

民
間
の
支
援
を
受
け
た
中
で
、

将
来
的
に
も
持
続
可
能
な
経
営

が
で
き
る
形
で
進
め
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
で
今
回
の
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
手
法
に
至
っ
た
経

緯
が
あ
る
の
で
ご
理
解
願
い
た

い
。

町
長
答
弁

Ａ

事
業
継
承
支
援
窓
口
を

　
我
々
が
努
力
を
し
、
培
っ
て

き
た
事
業
を
高
齢
化
や
病
気
な

ど
に
よ
り
継
続
で
き
な
い
事
案

が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
浦
臼
町

も
例
外
で
は
な
い
。

　
幅
の
あ
る
分
野
で
の
取
り
組

み
を
し
、
自
治
体
、
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
、
金
融
機
関
な
ど
と
の
連

携
組
織
を
つ
く
り
、
支
援
窓
口

を
創
設
し
て
は
。

　
現
在
、
新
規
就
農
フ
ェ
ア
な

ど
へ
出
展
を
行
い
新
規
就
農
者

の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
農
業
分
野
に
つ
い
て

は
事
業
継
承
の
問
題
も
含
め
現

体
制
の
中
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
商
工
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

事
業
継
承
な
ど
の
相
談
が
あ
っ

た
際
に
は
商
工
会
が
窓
口
と
な

り
、
事
案
に
よ
る
が
町
と
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
金
融

機
関
や
北
海
道
商
工
会
連
合
会

と
も
連
携
す
る
体
制
を
と
っ
て

い
る
の
で
、
商
工
分
野
に
つ
い

て
も
現
状
を
基
本
と
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町
長
答
弁

Ａ自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
費
用
の
助
成
は

　
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
自
転

車
に
乗
る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
年
齢
を
問
わ
ず
努
力
義
務

と
な
っ
た
。

　
事
故
の
際
に
命
を
守
る
手
段

と
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
既
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
を
助

成
す
る
自
治
体
も
増
え
て
き
て

い
る
が
、
本
町
で
も
小
中
学
生

を
含
め
購
入
費
用
の
助
成
を
す

る
考
え
は
。

　
購
入
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
自
転
車
を
利
用
す
る
際
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と

は
利
用
者
自
身
の
安
全
対
策
と

し
て
大
変
有
効
な
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
広
報

活
動
及
び
啓
発
指
導
に
よ
り
個

人
の
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
と
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
に
対
す
る
補
助
は
考
え
て

い
な
い
。

　
現
在
は
浦
臼
町
交
通
安
全
協

会
か
ら
新
入
学
児
童
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
毎
年
寄
贈
い
た
だ
き
、

全
児
童
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
所
持

質
　
問

Ｑ

質
　
問

Ｑ

質
　
問

Ｑ

町
長
答
弁

Ａ
教
育
長
答
弁

Ａ
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し
て
い
る
。

　
購
入
に
対
す
る
助
成
は
現
在

考
え
て
い
な
い
が
、
援
助
が
必

要
な
児
童
生
徒
に
は
就
学
援
助

費
に
お
い
て
、
通
学
用
品
費
や

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
が

支
給
さ
れ
て
い
る
た
め
、
必
要

な
手
当
て
が
さ
れ
て
い
る
。

晩
生
内
駐
在
所
の
建
て
替

え
要
請
に
つ
い
て

柴田議員

　
晩
生
内
駐
在
所
及
び
住
宅
は

建
築
年
数
も
相
当
経
過
し
大
雪

に
よ
る
損
傷
も
見
ら
れ
、
断
熱

も
悪
く
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
駐

在
の
労
働
環
境
改
善
と
健
康
維

持
の
た
め
に
も
、
町
が
道
あ
る

い
は
道
警
に
対
し
て
駐
在
所
官

舎
及
び
住
宅
の
建
て
替
え
を
強

く
要
請
す
る
べ
き
で
は
。

　
晩
生
内
駐
在
所
は
平
成
４
年

質
　
問

Ｑ

11
月
に
建
築
さ
れ
、
約
31
年
が

経
過
し
て
い
る
。

　
滝
川
警
察
署
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
交
番
・
駐
在
所
の
建
て

替
え
は
、
人
口
動
態
、
事
件
・

事
故
の
取
り
扱
い
件
数
、
建
物

の
老
朽
化
を
全
道
的
見
地
で
検

討
し
、
晩
生
内
駐
在
所
に
つ
い

て
も
毎
年
検
討
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
つ
建
て

替
え
を
実
施
す
る
か
、
何
年
後

に
実
施
す
る
か
と
い
う
話
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
玄
関
風
除
室
の
屋
根
が
破
損

し
て
い
る
な
ど
早
急
に
修
理
が

必
要
な
部
分
も
確
認
し
た
が
、

当
該
施
設
は
北
海
道
・
北
海
道

警
察
が
管
理
し
て
い
る
の
で
、

駐
在
所
部
長
と
も
協
議
を
行
い

な
が
ら
状
況
に
応
じ
て
施
設
管

理
者
に
確
認
す
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

町
長
答
弁

Ａ

町
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

①
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
具
体

的
な
業
務
は
。

②
本
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

質
　
問

Ｑ

見
直
し
は
あ
る
の
か
。

③
防
災
会
議
は
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
の
か
。

④
避
難
困
難
者
の
把
握
、
周
知

は
町
内
会
長
に
さ
れ
て
い
る
の

か
。

⑤
本
年
度
の
防
災
訓
練
の
計
画

は
。
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
時
期

と
内
容
、
規
模
に
つ
い
て
。

①
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

防
災
・
危
機
管
理
に
関
す
る
業

務
を
専
門
的
に
行
う
職
員
。
具

体
的
な
業
務
は
、
防
災
計
画
な

ど
各
種
計
画
の
策
定
、
防
災
教

育
の
訓
練
、
防
災
設
備
の
整
備

・
管
理
、
防
災
情
報
の
収
集
・

分
析
、
災
害
発
生
時
の
対
応
と

な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
二
宮
防
災
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
、
国
民
保
護
計
画
及

び
災
害
時
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
修
正
、
北
海
道
へ
の
防
災

に
関
す
る
調
査
報
告
な
ど
業
務

を
担
当
し
て
い
る
。

②
石
狩
川
の
氾
濫
を
想
定
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
水
防
法

の
改
正
に
伴
い
千
年
に
一
度
の

雨
を
想
定
し
、
平
成
30
年
に
更

新
し
て
い
る
た
め
現
在
見
直
し

の
予
定
は
な
い
。

③
国
の
災
害
対
策
基
本
法
や
北

海
道
地
域
防
災
計
画
の
大
幅
改

定
に
伴
い
会
議
を
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
定
期
的
な

開
催
は
行
っ
て
い
な
い
。

④
浦
臼
町
災
害
時
避
難
行
動
要

支
援
者
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ

き
、
本
人
の
同
意
を
得
て
台
帳

に
登
録
し
、
そ
の
情
報
を
町
内

会
長
に
渡
し
て
い
る
。

⑤
本
年
度
は
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
出
前
講

座
や
防
災
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
来
年
度
か
ら
地
域
単
位

で
の
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
い

て
、
全
町
規
模
で
の
防
災
訓
練

の
実
施
に
向
け
、
開
催
時
期
や

内
容
、
規
模
等
の
検
討
を
進
め

る
。

　
１
年
に
１
回
程
度
は
、
町
内

会
長
を
含
め
た
な
か
で
、
も
し

こ
の
地
域
に
何
か
あ
っ
た
と
き

の
為
に
、
安
否
確
認
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
と
い
う
会
議
を
定

期
的
に
や
る
べ
き
な
の
で
は
。

　
町
内
的
な
防
災
会
議
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
中

身
の
濃
い
対
応
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ

自
転
車
利
用
の
高
齢
者
へ

の
安
全
講
習
に
つ
い
て

野崎議員

　
今
年
か
ら
自
転
車
乗
車
の
際
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義

務
と
な
っ
た
。
自
転
車
事
故
の

死
亡
者
の
約
６
割
が
頭
部
に
致

命
傷
を
負
っ
て
い
る
。
傷
害
の

リ
ス
ク
を
下
げ
る
為
に
も
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
は
重
要
で
あ
り
、

ま
た
軽
車
両
で
あ
る
自
転
車
走

行
帯
の
判
断
も
難
し
い
所
が
あ

る
。
自
身
を
守
る
講
習
が
必
要

な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

長
に
２
点
伺
う
。

①
浦
臼
町
内
に
お
け
る
自
転
車

事
故
の
発
生
件
数
は
。

②
自
転
車
利
用
の
高
齢
者
に
対

す
る
安
全
講
習
開
催
は
。

質
　
問

Ｑ

町
長
再
答
弁

Ａ
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①
浦
臼
町
内
で
警
察
に
届
出
の

あ
っ
た
自
転
車
事
故
の
発
生
件

数
は
、
過
去
５
カ
年
で
ゼ
ロ
件

と
な
っ
て
い
る
。

②
自
転
車
利
用
の
高
齢
者
に
対

す
る
安
全
講
習
開
催
は
、
み
ど

り
学
園
の
合
同
学
習
で
、
滝
川

警
察
署
よ
り
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
講
話
が
あ
り
、
今
後

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
例
会

な
ど
で
も
開
催
に
向
け
調
整
を

進
め
て
い
く
。

　
最
近
は
法
令
違
反
の
自
転
車

に
対
し
取
り
締
ま
り
や
検
挙
も

あ
り
、
交
差
点
や
走
行
帯
、
歩

道
上
の
徐
行
な
ど
、
歩
行
者
に

も
安
心
を
与
え
る
よ
う
、
町
内

で
各
団
体
に
講
習
を
し
て
、
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
啓
蒙
に
力

を
入
れ
て
は
。

　
啓
発
活
動
や
広
報
活
動
な
ど

で
効
果
が
あ
が
り
、
自
発
的
に
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
方
が
増

え
て
、
自
身
の
安
全
は
自
身
で

守
っ
て
欲
し
い
と
考
え
る
。
現

状
は
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
。

再
質
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ
町
長
再
答
弁

Ａ

地
域
防
災
力
強
化
に
つ
い

て

髙田議員

　
地
域
防
災
行
政
へ
の
住
民
参

加
の
方
法
と
し
て
北
海
道
地
域

防
災
マ
ス
タ
ー
と
い
う
制
度
が

あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
で
あ
る
が
、
自
主
防
災
組

織
結
成
や
参
加
の
呼
び
か
け
、

防
災
訓
練
、
災
害
時
の
避
難
支

援
や
避
難
所
支
援
な
ど
の
活
動

事
例
が
あ
る
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
の
た
め

に
住
民
の
防
災
意
識
と
体
制
を

高
め
て
い
き
、
地
域
防
災
力
強

化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
北
海
道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、住
民・

児
童
・
企
業
等
幅
広
く
各
層
と

連
携
し
た
防
災
知
識
等
の
普

質
　
問

Ｑ

及
・
啓
発
活
動
を
展
開
し
、
地

域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
19
年
度

か
ら
北
海
道
が
実
施
し
て
い
る

認
証
制
度
で
、
認
定
研
修
会
を

１
日
受
講
す
る
こ
と
で
、
北
海

道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
に
認
定

さ
れ
る
。

　
近
年
、
地
震
や
台
風
な
ど
自

然
災
害
が
頻
発
し
、
日
ご
ろ
か

ら
災
害
に
対
す
る
対
策
や
心
構

え
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

　
一
番
の
思
い
は
防
災
行
政
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
町
職
員
を
参
加

さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
順
次

町
民
に
拡
大
し
地
域
の
防
災
意

識
の
向
上
、
防
災
力
の
強
化
に

つ
な
げ
て
い
く
。

町
長
答
弁

Ａ

北海道町村議会議員研修会（７月４日　札幌市）
講演　「ウクライナ後の世界と日本」
　　　 ひょうご震災記念２１世紀研究機構　理事長　五百旗頭　真氏
　　　「日本政治の舞台裏」
　　　 政治ジャーナリスト　田崎　史郎氏

中空知ふるさと市町村圏議員交流会（７月５日　赤平市・歌志内市）
講演　「災害時における被害の拡大防止に向けた自助・互助・共助・公助の推進」
　　　一般社団法人Well be Design　理事長　篠原　辰二氏

空知町村議会議員研修会（７月１２日　栗山町）
講演　「議会のデジタル化からＤＸ・高度化へ」
　　　 早稲田大学マニフェスト研究所　ローカルマネージャー兼詔勅研究員　長内　伸吾氏

議会で参加した研修会・交流会
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報告事項

審議 された 事件 結果と

◆繰越明許費繰越計算書の報告について
◇翌年度繰越事業と金額
　（一般会計）　　　　新型コロナウイルス感染症緊急対策事業　　１，４６９万４千円
　　　　　　　　　　社会資本整備総合交付金事業　　　　　　　３億１，７９０万円
　（下水道事業会計）　石狩川流域下水道事業　　　　　　　　　　　　　５３万１千円
◆浦臼等土地開発公社の経営状況の報告について
　令和４年度事業及び決算、令和５年度事業計画及び事業予算について報告されました。

工事請負契約の締結について
◆令和５年度多世代交流施設建築工事
　・契約方法　　　指名競争入札（最低制限価格適用）
　・契約金額　　　２億７，１７０万円（うち消費税額２，４７０万円）
　・契約の相手方　三鉱・今田経常建設共同企業体
　　　　　　　　　代表者　三鉱建設株式会社　代表取締役社長　西長　親男
　　　　　　　　　構成員　株式会社今田建設　代表取締役　今田　厚子
◆令和５年度多世代交流施設外構工事
　・契約方法　　　指名競争入札（最低制限価格適用）
　・契約金額　　　７，４８０万円（うち消費税額６８０万円）
　・契約の相手方　三雄建設株式会社　代表取締役　竹内　勝人

条例等の審議と結果
◆浦臼町税条例の一部を改正する条例　－可決－
◆浦臼町スクールバス住民利用条例の一部を改正する条例　－可決－
◆浦臼町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の一部を改正する条例　－可決－
◆浦臼町多世代交流施設設置及び管理に関する条例　－可決－
◆浦臼町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
　改正する条例　－可決－
◆浦臼町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
　－可決－
◆浦臼町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
　例　－可決－
◆浦臼町認定こども園設置条例の一部を改正する条例　－可決－
◆固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて
　任期満了により、次の者を選任することに同意しました。
　・伊藤　覺施氏
◆農業委員会委員の任命の同意を求めることについて
　現委員の任期満了に伴い、新たに任命することに同意しました。
　・石井　文彦氏　・則本　洋希氏　・古橋　優一氏　・土橋　直生氏　・江上　教之氏
　・髙田　輝雄氏　・佐藤　　等氏　・西島　一洋氏　・折坂　義一氏　・位田　　勝氏
　・石橋　和博氏　・竹内富美代氏　・鎌田　和久氏
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第２回浦臼町議会臨時会〔５月９日開催〕

◆浦臼町税条例の一部を改正する条例
　地方税法等の一部を改正する法律等が令和５年４月１日から施行されたため。

専決処分した事件の承認されたもの

◆浦臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について　－可決－
◆浦臼町自然休養村センター設置及び管理条例の一部を改正する条例について　－可決－

条例等の審議と結果

第３回浦臼町議会臨時会〔５月１１日開催〕

◆マイクロバス（２９人乗り・４ＷＤ）　１台
　・契約の目的　　町営バス車両の更新
　・契約方法　　　随意契約
　・契約金額　　　１，４１７万８，７６０円（うち消費税額１２８万４，６００円）
　・契約の相手方　三菱ふそうトラック・バス株式会社
　　　　　　　　　代表取締役　カール・デッペン
◆ロータリ除雪車（１. ５ｍ / ９００ｔ） １台
　・契約の目的　　冬期間の町道等の除雪（令和５年度社会資本整備総合交付金事業）
　・契約方法　　　指名競争入札
　・契約金額　　　３，４１０万８，８４０円（うち消費税額３１０万円）
　・契約の相手方　北海道川崎建機株式会社
　　　　　　　　　代表取締役　丹野　司

財産の取得について

議会の流れ
◎議会運営委員会
　６月１３日　・第２回定例会の運営について
◎全員協議会
　４月１４日　・浦臼町自然休養村センター設置及び管理条例の一部改正について
　　　　　　　・町立診療所の経営状況について
　５月１１日　・補正予算について
　　　　　　　・国保税条例の一部改正について
　　　　　　　・自然休養村センター設置及び管理条例の一部改正について
　　　　　　　・契約議決について（マイクロバス・ロータリー除雪車）
　　　　　　　・多世代交流施設の建設事業について
　　　　　　　・浦臼町立診療所の基本計画
　　　　　　　・町立歯科診療所の経営状況について
　６月９日　　・一般会計補正予算について
　　　　　　　・多世代交流施設設置及び管理に関する条例の制定について
　　　　　　　・多世代交流施設の運用及び指定管理者の公募について
　６月２０日　・令和５年第２回定例会について
　　　　　　　・浦臼町税条例の一部改正について
　　　　　　　・公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例の一部改正について
◎議会広報特別委員会
　６月３０日　・議会だよりの編集方針について
　７月１８日　・議会だより第１８３号の編集
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委
員
長　
　
　
土
屋　
慎
一

　
副
委
員
長　
　
髙
田　
英
利

　
委
員　
　
　
　
静
川　
広
巳

　
委
員　
　
　
　
砂
場　
　
明

編
集
後
記

　
や
っ
と
浦
臼
ら
し
い
気
候
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
各
地
で

の
水
害
等
の
報
道
を
拝
見
す
る

と
お
気
の
毒
に
思
い
、
復
興
を

案
ず
る
ば
か
り
で
す
。
近
年
の

異
常
気
象
は
我
が
浦
臼
に
も
い

つ
降
り
か
か
る
か
予
測
で
き
な

い
心
配
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
大

切
な
の
は
状
況
に
応
じ
て
柔
軟

に
対
処
し
て
『
今
で
き
る
こ
と
、

や
る
べ
き
こ
と
は
？
』
と
、
皆

が
一
丸
と
な
っ
て
困
難
に
立
ち

向
か
う
事
だ
と
私
は
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
は
天
候
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
方
面
の
問
題
に
対
し
て
も
同

じ
事
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。
で

き
な
い
こ
と
と
諦
め
る
よ
り
も
、

ま
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。
議
会
の
進
め
方

で
共
に
同
じ
想
い
で
あ
れ
ば
浦

臼
町
は
も
っ
と
も
っ
と
輝
い
て

い
く
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新

体
制
に
な
り
ご
挨
拶
に
か
え
て
。

�

（
土
屋
）

議員15年表彰を受けた
折坂美鈴前議員

◎令和５年度予算の補正されたもの（第２回定例会、第２～３回臨時会）

会計名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額）

補正された主なもの

一 般 会 計
（ 第 １ 号 ）
※ 専 決 処 分

41億7199万7000円
（709万7000円）

乳幼児・小児コロナワクチン接種負担金� 80万円
町立診療所運営支援金� 625万円

一 般 会 計
（ 第 ２ 号 ）

41億8238万5000円
（1038万8000円）

子育て世帯臨時特別給付金� 40万円
健康管理システム改修業務委託料	
予防接種業務委託料� 806万1000円
個別接種促進支援委託料	

一 般 会 計
（ 第 ３ 号 ）

42億7917万8000円�
（9679万3000円）

ＪＲ分筆登記申請等業務委託料� 2235万5000円
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金� 780万円
町内消費活性化事業補助金� 1738万円
マイナンバーカードプリンタ更新業務委託料� 103万8000円
歯科診療所運営支援金� 600万円
町立診療所運営支援金� 1500万円
ブドウ果搾汁施設設備更新業務委託料� 170万円
道路台帳更新業務委託料� 1200万円
橋梁点検（近接目視）業務委託料� 700万円
下水道事業会計繰出金� △230万円

下水道事業会計
（ 第 １ 号 ）

収益的収入
1億2545万7000円

（△230万円）
一般会計繰入金� △230万円

資本的収入
870万円
(230万円)

石狩川流域下水道事業債� 230万円

寄
付
行
為
に
つ
い
て

　
議
会
議
員
は
、
選
挙
区
内

で
金
銭
や
品
物
を
贈
る
こ
と

は
特
定
の
場
合
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
折
坂
美
鈴

前
議
員
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、

６
月
28
日
に
小
松
議
長
よ
り
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

}


